
　

7
月
30
日
㈫
、
富
岸
小
学
校
を
メ
ー
ン

会
場
に
、
『
総
合
防
災
訓
練
』
（
市
防
災

会
議
主
催
）
が
行
わ
れ
、
訓
練
直
前
ま
で

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
内
会
や
防
災
関
係
協
力
機
関
か

ら
約
700
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
地
震
・
大
津
波
が
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
『
体
験
す
る
』
訓
練
で
は
、

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
の
高
台

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
や
第
2
次
津
波
避

難
場
所
の
開
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
体
制
な
ど
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
宅
か
ら
高
台
ま
で
の
避
難

時
間
を
確
認
す
る
な
ど
、
災
害
に
備
え
て

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
2
部
の
『
知
る
』
訓
練
で
は
、

防
災
関
係
協
力
機
関
に
よ
る
災
害
復
旧
応

急
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
、
各
機
関
は
災
害

時
に
お
け
る
適
切
で
迅
速
な
行
動
に
つ
い

て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

9
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
の
発
生
に

ち
な
み
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
を
は

じ
め
、
広
く
国
民
が
高
潮
や
台
風
、
地
震
、

津
波
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え
を
準
備
す
る
日

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
町
内
会
の
方
と
、

わ
が
家
の
防
災
、
町
内
会
の
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

特 集

防
災
力
を
高
め
る

　

こ
れ
か
ら
台
風
の
季

節
に
な
り
ま
す
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災

や
、
昨
年
登
別
市
を
襲

っ
た
暴
風
雪
に
伴
う
大

規
模
停
電
な
ど
、
自
然

災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

突
然
襲
っ
て
く
る
災

害
か
ら
、
自
分
の
命
や

家
族
の
命
な
ど
を
守
る

力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

　

今
号
で
は
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ

ー
ド
『
自
助
』
・
『
共

助
』
・
『
公
助
』
に
つ

い
て
7
月
30
日
㈫
に
行

わ
れ
た
登
別
市
総
合
防

災
訓
練
の
様
子
と
合
わ

せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

登別市総合防災訓練 ９月１日は『防災の日』

自共

公

助

助
助
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昨
年
の
大
規
模
停
電
の
と
き
に
は
、
最

新
の
災
害
情
報
を
知
る
た
め
に
、
ラ
ジ
オ

を
聞
い
て
い
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｆ
Ｍ
び
ゅ
〜
で
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ

る
災
害
情
報
、
防
災
に
関
す
る
情
報
を
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
災
害
時
に
お
い
て
貴

重
な
情
報
源
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
に
ラ
ジ
オ
を
常
備
し
、

災
害
時
に
す
ぐ
活
用
で
き
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

訓
練
参
加
者
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
、
す
ぐ
避
難
で
き
る
よ

う
に
、
最
寄
り
の
高
台
避
難
場

所
や
避
難
す
る
と
き
の
経
路
を

家
族
や
近
所
の
方
と
で
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
自
分
の
身
を

守
る
の
は
自
分
で
す
。

　

ま
ず
は
、
安
全
な
避
難
ル
ー
ト
を
確
保

で
き
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
マ
ッ
プ
や
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
参
考
に
、
避
難
所
ま
で
の
避
難
ル
ー
ト

の
確
認
を
行
い
、
町
内
会
の
避
難
訓
練
な

ど
へ
参
加
し
、
実
際
に
避
難
し
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
耐
震
性
の
確
認
や
家
具

の
転
倒
・
落
下
の
防
止
、
災
害
時
の
情
報

収
集
手
段
の
確
認
も
必
要
で
す
。

　

避
難
す
る
と
き
に
、
一
人
に
つ
き
3
日

分
の
食
料
と
飲
料
水
、
医
薬
品
や
携
帯
ラ

ジ
オ
な
ど
を
入
れ
た
非
常
用
持
出
袋
を
、

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 自

助

ま
ず
は
あ
な
た
が
無
事
で

い
る
こ
と
が
大
切
で
す

防
災
情
報
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　『自助』とは、災害時に自分
自身や家族、財産を守る基本的
な行動のことです。
　防災対策の基本は、自分の安
全は、自分で守ることです。

ＦＭびゅーで市
の防災に関する
放送を行ってい
ます
毎週木曜日
7時57分～
17時51分～

富岸地区連合町内会による避難訓練の様子

　高台への避難訓練では、亀田
記念公園方向へ避難している方
を、安全な避難経路へ誘導しな
がら、約15分で避難することが
できました。
　避難している方の中には、非
常用持ち出し品を持っている方
も見られ、万が一の災害に備え
ている意識の高さを感じました。
　住宅街を回っていた広報車は、
大きく聞き取りやすい広報活動
をしていました。
　今回の総合防災訓練で、自助
の重要さを改めて皆さんに感じ
てもらい、町内会としてもさら
なる防災意識の高揚に努めてい
きたいと思います。

インタビュー

富岸町内会
防災協力員

工
く

藤
どう

 保
やす

秋
あき

さん

緑陽中学校付近

亀田記念公園付近

いなか村付近

非常用持ち出し品
総合防災訓練の会場で、災害時用の
非常食や賞味期限の長い保存食など
の防災用品を展示しました。
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現
在
、
市
内
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
て
い
る
町
内
会
は
8
割
を
超
え
、
昨
年

は
25
団
体
、
１
千
244
人
が
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
』

を
目
標
に
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
、
と
い
う
地
域
住

民
が
連
携
し
て
結
成
す
る
、
防
災
組
織
の

こ
と
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
平
常
時
は
緊
急
連

絡
網
の
作
成
や
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

避
難
訓
練
の
実
施
、
防
災
研
修
会
の
企
画
・

実
施
の
ほ
か
、
地
域
住
民
へ
の
声
掛
け
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
の
負
傷
者
や

災
害
時
要
援
護
者
の
救
助
と
避
難
の
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
自
主
防
災
組
織

が
機
能
し
、
住
民
を
高
台
避
難
場
所
ま
で

避
難
さ
せ
、
全
員
無
事
に
助
か
っ
た
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
。 共

助

自
主
防
災
組
織

　『共助』とは、自助で対応でき
ない部分や公的な支援の限界を、
地域の人の助け合いで補うという
考え方のことです。
　大災害発生直後の公的な支援に
は限界があります。
　警察や消防が到着するまでは、
地域の方の助け合いが必要です。

避
難
所
開
設
・
緊
急
支
援
物
資
輸
送
訓
練

　今回の総合防災訓練では、町内会
の地域住民と行政とで、初の避難所
開設訓練を行いました。
　避難所の立ち上げから、避難所で
のボランティア活動までの一連の流
れを経験し、市民と行政が一体とな
り訓練に参加しているのを感じまし
た。
　避難所への緊急支援物資が届いた
ときは、ボランティアの地域住民が
自発的に階段へ並び、リレー方式で
次々に支援物資を運びました。
　この積極的な活動姿勢は、まさに
共助だと感じました。
　当日はあいにくの天候でしたが、
訓練会場には小さいお子さんや若い
世代の方の姿も多くみられました。
　今後、防災に対する住民の意識が
さらに高くなることを望みます。

インタビュー

大和町内会
会長

山
やま

道
うち

 春
はる

秋
あき

さん

避難所開設訓練
避難所には、200人を超える人が避難し、地
域住民は自らベッドや障がい者用トイレなど
の組み立てを行いました。

緊急支援物資輸送訓練では、富岸地区連合町内会の方が協力し
て物資を避難所に運び、その物資を避難所内にいる皆さんに、
手分けして配りました。
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震
災
の
直
後
、
自
分
を
守
る
の
は
、
自

助
の
力
、
自
分
一
人
で
対
応
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
た
と
き
に
、
頼
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
共
助
の
力
で
す
。

　

そ
し
て
、
行
政
が
行
う
公
助
と
と
も
に
、

状
況
を
安
定
さ
せ
、
復
旧
・
復
興
へ
と
向

か
い
ま
す
。

　

行
政
（
公
助
）
と
地
域
の
方
（
共
助
）

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
援
助
活
動
な
ど
も

円
滑
に
進
み
ま
す
が
、
こ
の
連
携
を
行
う

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
力
で
助

か
る
こ
と
（
自
助
）
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

大
規
模
停
電
を
経
験
し
た
私
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
改
め
て

自
助
、
共
助
に
つ
い
て
考
え
、
日
頃
か
ら

防
災
意
識
・
災
害
対
応
力
を
高
め
、
災
害

に
強
い
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
復
旧
・
復
興
に
は
、
公
助
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、

公
助
を
行
う
機
関
に
所
属
す
る
人
々
も
被

災
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
災
害
支
援
活
動

を
開
始
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
災
害
備
蓄
品
の
備
蓄
や
防
災
に

関
す
る
啓
発
活
動
、
避
難
所
の
選
定
な
ど

を
行
い
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

各
機
関
も
災
害
の
発
生
か
ら
で
き
る
だ

け
早
く
、
応
急
対
策
活
動
を
行
え
る
よ
う

に
備
え
て
い
ま
す
が
、
公
的
機
関
に
よ
る

援
助
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
自
助
・
共

助
に
よ
る
復
旧
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
災

害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。 公助

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

３
つ
の
連
携
の
必
要
性

　『公助』とは、警察、消防、市町村、
都道府県などの行政機関や電気・ガス・
水道など、人の生活の基盤となるサー
ビスを提供する公益事業者が、災害対
策活動を実施することです。

行政機関、公益事業者による訓練

　登別ガス協同組合では、移動式
ガス発電車による電源確保訓練や
ガス発電機などのガス器具設置訓
練、炊出し訓練に参加しました。
　今回の訓練は、電気の供給が途
絶えたとき、ガスを利用した発電
が可能であることを市民の皆さん
に知ってもらう良い機会となりま
した。
　訓練当日は、天候も悪くグラウ
ンドの状況も思わしくありません
でしたが、実際の災害時には天候
など関係なく、やりづらさがあっ
て当たり前であることを訓練参加
機関も実感したのではないでしょ
うか。
　次回の総合防災訓練でも、新た
な訓練にチャレンジし、市民の皆
さんへの情報提供や訓練参加機関
との防災意識の高揚に携わってい
きたいと思います。

インタビュー

登別ガス協同組合
次長

岩
いわ

井
い

 俊
とし

和
かず

さん

自衛隊によるがれき撤去訓練 登別ガス協同組合による電源確保訓練

登別管工事業協同組合に
よる配水管復旧訓練

登別建設協会と登別市消防団に
よる土のう設置訓練

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

☎
85
１
１
３
０
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